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（億円）（円） 純資産総額(右軸)

基準価額(左軸)

FTSE世界国債インデックス（円ベース）（左軸）

 基準価額 10,054円

 純資産総額   142億円

⽇ごろより弊社ファンドをご愛顧いただきありがとうございます。
未来のコツの基準価額は、昨年秋⼝以降、アメリカの景気拡⼤を受けて⽶国⻑期債利回りが上昇（債券価格
は下落）したことを嫌気して軟調に推移していましたが、⾜元では10,000円を回復しています。
当レポートでは、基準価額が下落した背景、並びにその後緩やかながらも堅調に推移している理由をご紹介
します。

市場が乱⾼下する中でも運⽤の『コツ』が機能

未来のコツは⽶国や欧州、⽇本等、先進国の国債に投資しています。また、運⽤に際しては基準価額の変動
を抑えるために為替ヘッジを⾏っています。しかしながら、基準価額は2018年9⽉下旬以降の世界的な⾦利
上昇を受けて債券価格が下落したことにより軟調な展開を余儀なくされました。この期間の基準価額の推移
を⾒ると値動きが安定していることがわかります。未来のコツの基準価額の下落幅が相対的に抑えられた理
由は、当ファンドの『運⽤のコツ』である『リターンの安定装置として活⽤する為替』が機能したことだと
分析しています。

『未来のコツ』の基準価額は安定的に推移

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運⽤⽅針等について、運⽤担当者（ファンドマネ
ジャー他）の⾒⽅あるいは考え⽅等を記載したもので当該運⽤⽅針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等
を保証するものではありません。また、将来の運⽤成果等を約束するものでもありません。

基準価額・純資産総額の推移 設定⽇（2018/4/27）〜2019/1/25

※基準価額は信託報酬控除後のものです。※FTSE世界国債インデックス（円ベース）は2018年4⽉
26⽇を10,000として指数化。※FTSE世界国債インデックス（円ベース）は当ファンドのベンチ
マークではありません。※過去の実績は、将来の運⽤結果を約束するものではありません。

2019年1⽉25⽇現在
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債券要因等 基準価額の変動

（円）

⼀般にお⾦は⾦利が低いところから⾼いところへ流れる（⾦利の⾼い国の通貨が上昇する）と⾔われていま
す。⼀⽅、⾦利が上昇すると⾔うことは債券価格の値下がりに繋がります。未来のコツは、こうした両者の
相反する特性、つまり「逆相関」の関係を⽣かし、債券と為替の組⼊をコントロールすることにより、リス
クを抑えながら安定したリターンを追求しています。従って、⽉毎のファンドのパフォーマンスの内訳（下
記の⽉次運⽤成績の分析のグラフ）をご覧頂くと、債券のリターンがプラスの時は為替のリターンがマイナ
スに、また債券のリターンがマイナスの時は為替のリターンがプラスとなる傾向がわかります。このように
未来のコツは、リスクを抑制しながら運⽤しているため⼤幅な値上がりは期待できない反⾯、下落も抑えら
れています。そして、それが結果として早期の10,000円台回復へと繋がったと考えています。
2018年4⽉の設定以来、未来のコツの基準価額はファンドの愛称通り、"コツコツ"と安定したリターンを積
み上げています。2019年も未来のコツをご愛顧くださいますようお願い申し上げます。

基準価額回復の理由は“運⽤のコツ” にあり

⽉次運⽤成績の分析 （2018年5⽉1⽇〜2019年1⽉25⽇）

※運⽤成績の分析は、基準価額の騰落額を⼀定の条件をもとに試算した概算値であり、その正確性、完全
性を保証するものではありません。

債券価格の下落を為替でカバー

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運⽤⽅針等について、運⽤担当者（ファンドマネ
ジャー他）の⾒⽅あるいは考え⽅等を記載したもので当該運⽤⽅針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等
を保証するものではありません。また、将来の運⽤成果等を約束するものでもありません。
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〇 〇
（50⾳順）

関東財務局⻑（⾦商）第195号 〇 〇
株式会社ゆうちょ銀⾏ 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第611号 〇
楽天証券株式会社 ⾦融商品取引業者

〇
寿証券株式会社 ⾦融商品取引業者 東海財務局⻑（⾦商）第7号 〇
株式会社SBI証券 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第44号 〇 〇

⼀般社団法⼈
第⼆種⾦融商
品取引業協会

取扱販売会社名 登録番号
⽇本証券業

協会

⼀般社団法⼈
⽇本投資

顧問業協会

⼀般社団法⼈
⾦融先物

取引業協会


